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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年３月期第３四半期 5,046 2.8 128 △45.6 219 △13.1 151 △5.8

2021年３月期第３四半期 4,907 13.7 235 393.2 252 264.9 160 290.6

（注）包括利益 2022年３月期第３四半期 153百万円（△22.6％） 2021年３月期第３四半期 197百万円（669.3％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年３月期第３四半期 36.29 －

2021年３月期第３四半期 38.51 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2022年３月期第３四半期 5,617 2,028 36.1 486.07

2021年３月期 5,378 1,920 35.7 460.17

（参考）自己資本 2022年３月期第３四半期 2,026百万円 2021年３月期 1,918百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年３月期 － 0.00 － 10.00 10.00

2022年３月期 － 0.00 －

2022年３月期（予想） 10.00 10.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 6,778 5.6 146 △44.8 210 △27.2 130 △23.5 31.18

１．2022年３月期第３四半期の連結業績（2021年４月１日～2021年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年３月期の連結業績予想（2021年４月１日～2022年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年３月期３Ｑ 4,179,000株 2021年３月期 4,179,000株

②  期末自己株式数 2022年３月期３Ｑ 9,877株 2021年３月期 9,877株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年３月期３Ｑ 4,169,123株 2021年３月期３Ｑ 4,169,123株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  －社  （社名）－、除外  1社  （社名）有限会社あきかわ牛乳

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測

情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2021年４月１日～2021年12月31日）におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス

の感染者が減少し、経済活動は持ち直しの動きが見られていたものの、原油をはじめとする輸入価格の高騰に加

え、新たな変異株の感染拡大の懸念もあり、依然として先行き不透明な状況で推移しました。その一方で、感染予

防意識の高まりや自治体による外出自粛要請等により、食材の宅配サービスに対する需要は高水準で推移しており

ます。

当社グループにつきましては、2020年４～５月の１回目の緊急事態宣言発出時の急激な販売増加の反動の影響に

より、前年対比では生産卸売事業の鶏肉の販売が減少しましたが、直販事業の販売が好調に推移したため、全体の

売上高は増加いたしました。利益面につきましては、飼料価格の値上がりや、直販事業における会員募集費の積極

的な投入、間接部門における販売費及び一般管理費の増加等により減益となりました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、50億46百万円（前年同期比2.8％増）、営業利益は１億28

百万円（前年同期比45.6％減）、経常利益は２億19百万円（前年同期比13.1％減）、親会社株主に帰属する四半期

純利益は１億51百万円（前年同期比5.8％減）となりました。（なお、営業利益が経常利益と比較して少額になっ

ておりますが、飼料価格の高騰時に備えた安定基金からの補填金収入（87百万円）を営業外収益で計上しているこ

とが主な要因であります。）

セグメントの業績は次のとおりであります。

（生産卸売事業）

生産卸売事業につきましては、主な販売先である生活協同組合及び宅配会社において、新型コロナウイルスの影

響で需要は引き続き高水準で推移しており、冷凍加工食品及び鶏卵の販売は増加いたしました。しかしながら2020

年４～５月の急激な販売増加の反動の影響により、鶏肉の販売が前年を下回ったため、生産卸売事業全体の売上高

は微減となりました。利益面につきましては、飼料価格の値上がりや、鶏肉一次処理場の歩留率の低下等により減

益となりました。

　この結果、生産卸売事業の売上高は、38億９百万円（前年同期比0.4％減）、営業利益は３億63百万円（前年同

期比17.7％減）となりました。

（直販事業）

　当社の食を中心とした安心・安全な食品を全国の個人の消費者に直接お届けする直販事業につきましては、新型

コロナウイルスの影響や会員募集費の積極的な投入等により、首都圏を中心に会員数が順調に伸長したため、売上

高は増加いたしました。利益面につきましては、会員獲得に向けた会員募集費の積極投入や、運賃やピッキングコ

スト等の販管費率の増加により減益となりました。

　この結果、直販事業の売上高は、12億36百万円（前年同期比14.2％増）、営業利益は34百万円（前年同期比

22.5％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、２億38百万円増加し、56億17百万円

となりました。これは主に受取手形、売掛金及び契約資産が２億72百万円増加したことによるものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べ１億30百万円増加し、35億89百万円となりました。これは主に短

期借入金が99百万円増加したことによるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ１億８百万円増加し、20億28百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2022年３月期の業績予想につきましては、2021年５月14日に公表いたしました業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 926,888 631,922

受取手形及び売掛金 702,967 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 975,503

商品及び製品 274,925 243,252

仕掛品 164,305 289,587

原材料及び貯蔵品 78,173 235,501

未収入金 119,352 69,942

その他 47,079 64,687

貸倒引当金 △3,390 △3,787

流動資産合計 2,310,301 2,506,610

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,060,644 1,111,129

機械装置及び運搬具（純額） 482,606 467,461

土地 1,022,570 1,022,570

建設仮勘定 64,077 110,420

その他（純額） 115,934 108,987

有形固定資産合計 2,745,833 2,820,570

無形固定資産

のれん 16,113 13,377

その他 25,381 20,334

無形固定資産合計 41,494 33,711

投資その他の資産 280,864 256,576

固定資産合計 3,068,193 3,110,858

資産合計 5,378,494 5,617,469

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 399,605 406,593

短期借入金 1,009,341 1,108,635

リース債務 7,129 7,208

未払法人税等 102,757 5,744

賞与引当金 38,900 63,748

その他 413,752 506,028

流動負債合計 1,971,486 2,097,958

固定負債

長期借入金 1,119,117 1,117,633

リース債務 21,019 15,602

繰延税金負債 5,675 3,303

退職給付に係る負債 275,532 285,182

役員退職慰労引当金 65,527 69,419

固定負債合計 1,486,872 1,491,141

負債合計 3,458,358 3,589,100

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 714,150 714,150

資本剰余金 553,441 553,441

利益剰余金 589,388 695,778

自己株式 △5,880 △5,880

株主資本合計 1,851,099 1,957,489

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 67,405 69,007

その他の包括利益累計額合計 67,405 69,007

非支配株主持分 1,630 1,871

純資産合計 1,920,136 2,028,368

負債純資産合計 5,378,494 5,617,469

- 4 -

㈱秋川牧園（1380）　2022年３月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

売上高 4,907,415 5,046,197

売上原価 3,576,646 3,723,161

売上総利益 1,330,769 1,323,036

販売費及び一般管理費 1,095,390 1,194,974

営業利益 235,379 128,062

営業外収益

受取利息 179 132

受取配当金 1,243 1,315

補填金収入 15,852 87,338

補助金収入 3,496 2,460

その他 5,714 7,920

営業外収益合計 26,485 99,167

営業外費用

支払利息 8,975 8,197

その他 840 －

営業外費用合計 9,816 8,197

経常利益 252,048 219,032

特別利益

固定資産売却益 1,408 2,455

受取保険金 6,324 －

補助金収入 － 4,299

特別利益合計 7,733 6,755

特別損失

固定資産売却損 564 974

固定資産除却損 390 833

固定資産圧縮損 － 4,299

災害による損失 3,945 －

特別損失合計 4,900 6,107

税金等調整前四半期純利益 254,881 219,679

法人税、住民税及び事業税 99,582 46,574

法人税等調整額 △5,651 21,556

法人税等合計 93,931 68,131

四半期純利益 160,950 151,548

非支配株主に帰属する四半期純利益 403 241

親会社株主に帰属する四半期純利益 160,547 151,307

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日

　至　2021年12月31日)

四半期純利益 160,950 151,548

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 36,864 1,602

その他の包括利益合計 36,864 1,602

四半期包括利益 197,814 153,150

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 197,411 152,909

非支配株主に係る四半期包括利益 403 241

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1）連結の範囲の重要な変更

　第２四半期連結会計期間において、当社の連結子会社であった有限会社あきかわ牛乳は、2021年７月１日に当社を

存続会社とする吸収合併により消滅したため、連結の範囲から除外しております。

(2）連結子会社の事業年度等に関する事項

　従来、連結子会社のうち決算日が12月31日である有限会社あきかわ牛乳については、同日現在の財務諸表を使用

し、連結決算日との間に生じた重要な取引について連結上必要な調整を行っておりました。

　2021年７月１日を効力発生日として、当社が同社を吸収合併することを決定したことを契機に、より適切な連結財

務諸表の開示を行うため、第１四半期連結会計期間より連結決算日に本決算に準じた仮決算を行う方法に変更してお

ります。

　この変更により、当第３四半期連結累計期間は、2021年１月１日から2021年６月30日までの６か月間を連結してお

ります。

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又は

サービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

これにより、従来、販売費及び一般管理費に計上しておりました、販売手数料等の顧客に支払われる対価の一部に

ついて、取引価格から減額する方法に変更しております。なお、変動対価が含まれる取引については、その不確実性

が事後的に解消される際に、収益の著しい減額が発生しない可能性が高い部分に限り、取引価格に含めております。

また、有償支給取引について、従来は有償支給した支給品について消滅を認識しておりましたが、支給品を買い戻

す義務を負っている場合、当該支給品の消滅を認識しない方法に変更しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連結

会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は21,515千円、販売費及び一般管理費は22,933千円それぞれ減少

し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益がそれぞれ1,417千円増加しております。また、利益剰余金

の当期首残高は3,226千円減少しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示すること

といたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度について新

たな表示方法により組替えを行っておりません。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号  2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業

会計基準第10号  2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新た

な会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はありませ

ん。
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（単位：千円）

報告セグメント
合計

生産卸売 直販

売上高

外部顧客への売上高 3,824,688 1,082,726 4,907,415

セグメント間の内部売上高
又は振替高 311,734 5,644 317,379

計 4,136,423 1,088,371 5,224,795

セグメント利益 441,076 44,072 485,148

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 485,148

のれんの償却額 △2,736

全社費用（注） △247,033

四半期連結損益計算書の営業利益 235,379

（単位：千円）

報告セグメント
合計

生産卸売 直販

売上高

外部顧客への売上高 3,809,627 1,236,569 5,046,197

セグメント間の内部売上高
又は振替高 311,914 4,503 316,417

計 4,121,542 1,241,073 5,362,615

セグメント利益 363,058 34,145 397,203

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 397,203

のれんの償却額 △2,736

全社費用（注） △266,404

四半期連結損益計算書の営業利益 128,062

（セグメント情報等）

　【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自2020年４月１日　至2020年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容
（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。

　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年12月31日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容
（差異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費及び品質管理費用であります。
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　３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

（重要な後発事象）

　2021年12月に、当社の連結子会社である㈲菊川農場の生産農場におきまして、高病原性鳥インフルエンザの陽性が

確認され、行政関係機関の指示の下、ブロイラー約６万７千羽の殺処分を行っております。

　現時点ではこの殺処分に伴う損失を合理的に見積もることは困難な状況でありますが、当該損害に対しては家畜伝

染病予防法に基づく手当金が交付されるため、当連結会計年度の業績に与える影響は軽微であると判断しておりま

す。
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